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4.5  水質 

4.5.1  調査の方法 

水質に係る調査項目は、①公共用水域の水質の状況、②水象の状況、③その他の予

測・評価に必要な事項（計画区域内の土壌特性、既存の発生源の状況、降水量、水利用

及び水域利用の状況）とする。 

水質に係る調査の方法は表4.5-1に、現地調査地点の選定理由は表4.5-2に、既存資料

調査地点は図4.5-1に、現地調査地点は図4.5-2に示すとおりである。 

 

表 4.5-1(1) 調査の方法（水質） 

調査項目 調査方法 調査地域・調査地点 調査期間・頻度 

①公共用水域の
水質の状況 

・生物化学的酸素
要求量 

・浮遊物質量 
・窒素及び燐 
・水素イオン濃度 
・健康項目等注 

既存
資料
調査 

「桶川市統計書」、「統計いな」
等の整理及び解析を行う。 

計画区域近傍の元
荒川、綾瀬川、赤
堀川の 7 地点とす
る。 

最新資料を含む
過去 5 年とす
る。 

現地
調査 

・生物化学的
酸素要求量 

・浮遊物質量 
・窒素及び燐 
・水素イオン

濃度 
・健康項目等 

「水質汚濁に係
る環境基準につ
いて」及び「ダイ
オキシン類によ
る大気の汚染、水
質の汚濁及び土
壌の汚染に係る
環境基準につい
て」に定める測定
方法 

計画区域からの排
水口である計画区
域北側の元荒川、
計画区域南側の綾
瀬川の 2 地点とす
る。 
※元荒川の地点に

ついては、元荒
川水循環センタ
ーからの排水地
点の下流側とす
る。 

【平常時】 
4 季（春、夏、
秋、冬）とする
（健康項目等は 2
季（夏、冬））。
【降雨時】 
降雨時 2 回とす
る（濁水の発生
が想定される降
雨時は、経時変
化を把握できる
頻度で実施す
る。）。 

①公共用水域の
水質の状況 

・底質に係る有害
物質等（シアン、
アルキル水銀、
有機リン、カド
ミウム、鉛、六
価クロム、ヒ素、
総水銀、PCB、ダ
イオキシン類） 

現地
調査 

「底質調査方法について（昭和
63 年環水管第 127 号環境庁水質
保全局長通知）」、「ダイオキシ
ン類に係る底質調査測定マニュア
ル」（平成 21 年 3 月改定、環境
省）、その他環境省の告示又は通
知に定める方法 

計画区域からの排
水口である計画区
域北側の元荒川、
計画区域南側の綾
瀬川の 2 地点とす
る。 
※元荒川の地点に

ついては、元荒
川水循環センタ
ーからの排水地
点の下流側とす
る。 

2季（夏、冬）と
する。 

注：健康項目等：カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、PCB、ジク
ロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シス-1,2-
ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、トリクロ
ロエチレン、テトラクロロエチレン、1,3-ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、
チオベンカルブ、ベンゼン、セレン、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素、ふっ素、ほう
素、1,4-ジオキサン、ダイオキシン類 
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表 4.5-1(2) 調査の方法（水質） 

調査項目 調査方法 調査地域・調査地点 調査期間・頻度 

②水象の状況 
・河川流量、流速、
水位 

既存
資料
調査 

「桶川市統計書」、「統計いな」
等の整理及び解析を行う。 

計画区域近傍の元
荒川、綾瀬川、赤
堀川の 7 地点とす
る。 

最新資料を含む
過去 5 年とす
る。 

現地
調査 

「水質調査方法について」（昭和
46 年環水管第 30 号環境庁水質保
全局長通知）に定める測定方法 

計画区域からの排
水口である計画区
域北側の元荒川、
計画区域南側の綾
瀬川の 2 地点とす
る。 
※元荒川の地点に

ついては、元荒
川水循環センタ
ーからの排水地
点の下流側とす
る。 

【平常時】 
4 季（春、夏、
秋、冬）とする。
【降雨時】 
降雨時 2 回とす
る（濁水の発生
が想定される降
雨時は、経時変
化を把握できる
頻度で実施す
る。）。 

②水象の状況 
・河川等の形状、

底質の堆積状
況 

現地
調査 

河川等の形状、底質の堆積状況は
現地踏査による方法 

計画区域北側の元
荒川、計画区域南
側の綾瀬川の 2 地
点とする。 

水位が低い任意
の時期に 1 回 

③その他の予測・
評価に必要な
事項 

・土壌特性 

現地
調査 

「土壌沈降試験」により地質の性
状を把握する。 

計画区域内の 1 地
点とする。 

1 回実施する。 

③その他の予測・
評価に必要な
事項 

・既存発生源の状
況 

既存
資料
調査 

「土地利用現況図」（埼玉県）、
「住宅地図」等の整理及び解析を
行う。 

計画区域及びその
周辺とする。 

最新の資料とす
る。 ③その他の予測・

評価に必要な
事項 

・水利用及び水域
利用の状況 

既存
資料
調査 

計画区域近傍の元
荒川、綾瀬川、赤
堀川とする。 

 
 

表 4.5-2 水質等の現地調査地点の選定理由 

調査項目 地点名 選定理由等 

水質の状況・
水象の状況 

地点① 排水路合流地点下流側（元荒川） 
計画区域からの排水が元荒川及び
綾瀬川に合流する地点の下流側の
地点を選定した。 

地点② 排水路合流地点下流側（綾瀬川） 

土壌特性 地点ⅰ 計画区域内 
計画区域内の代表的な土壌特性を
把握する地点として選定した。 
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地点Ａ 

地点Ｇ 

地点Ｂ 

地点Ｃ 

地点Ｄ 

地点Ｅ 

      図 4.5-1 
 

水質調査地点 
（既存資料調査） 

地点Ｆ 
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▲ 

▲ 土壌沈降試験（試料採取場所） 

排水経路 

図 4.5-2 
 
水質調査地点（現地調査） 

● 

● 

地点① 

地点② 

●   水質調査地点(現地調査) 

地点ⅰ 
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4.5.2  予測・評価の方法 

水質に係る予測、評価の方法は表4.5-3に、環境の保全に関する配慮方針は表4.5-5に

示すとおりである。予測地点は図4.5-3に示すとおりである。 

 

表 4.5-3(1) 予測・評価の方法（工事：水質） 

予測事項 

造成等の工事に伴う水質への影響 

（造成等の工事に伴う公共用水域の水質（浮遊物質量及び水素イオン濃度）の

変化の程度） 

予測方法 
水質（浮遊物質量、水素イオン濃度）は工事計画及び土壌沈降試験結果をもと

に、環境保全対策等を考慮して、定量的に予測する。 

予測地域・ 

地点 
予測地域は排水経路とし、調整池からの排水地点とする。 

予測対象時期 造成工事等による水質への影響が最大となる時期とする。 

評価方法 

＜影響の回避・低減の観点＞ 

水質への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は

低減されているかどうかを評価する。 

＜基準、目標等との整合の観点＞ 
評価項目 評価の指標 指標値 

浮遊物質量 「水質汚濁に係る環境基準につ
いて」に定める類型で C 類型に
おいて定める基準 

50mg/L 以下 

水素イオン濃度 6.5 以上 8.5 以下 
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表 4.5-3(2) 予測・評価の方法（存在・供用：水質） 

予測事項 

施設の稼働に伴う水質への影響 

（施設の稼働に伴う公共用水域の

水質（生物化学的酸素要求量、窒

素及び燐、健康項目等）の変化の

程度） 

施設の稼働に伴う底質への影響 

（施設の稼働に伴う底質に係る有害物質

等の変化の程度及び拡散の程度） 

予測方法 

事業計画により、新施設の稼働に

伴い想定される排水量、排水濃度

等を設定し、完全混合式等を用い

て定量的に予測する。 

水質の予測結果を引用し、定性的に予測す

る。 

予測地域・ 

地点 

予測地域は排水経路とし、調整池

からの排水地点とする。 

予測地域は排水経路とし、調整池からの排

水地点とする。 

予測対象時期 施設の供用が定常状態に達した時期とする。 

評価方法 

＜影響の回避・低減の観点＞ 

水質への影響が事業者等により実行可能な範囲内でできる限り回避され、又は

低減されているかどうかを評価する。 

＜基準、目標等との整合の観点＞ 
評価項目 評価の指標 指標値 

生物化学的酸素要求量 
「水質汚濁に係る環境基準に
ついて」（昭和 46 年環境庁
告示第 59 号）、「ダイオキ
シン類による大気の汚染、水
質の汚濁（水底の底質の汚染
を含む。）及び土壌の汚染に
係る環境基準」（平成 11 年
環境庁告示第 68 号）に基づ
く環境基準並びに「工場又は
事業場に係る窒素及びりん削
減対策指導指針」（平成 16
年 4 月 1 日 埼玉県）に基づ
く目標値 

5 ㎎/L 以下 

窒素及び燐 
窒素含有量：8 ㎎/L 
燐含有量：0.5 ㎎/L 

健康項目等 表 4.5-4 参照 

 

 

表 4.5-4 健康項目等における指標値 

項目 指標値 項目 指標値 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ 0.003mg/L以下 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.006mg/L以下 

全ｼｱﾝ 検出されないこと｡ ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01mg/L以下 

鉛 0.01mg/L以下 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.01mg/L以下 

六価ｸﾛﾑ 0.05mg/L以下 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 0.002mg/L以下 

砒ひ素 0.01mg/L以下 ﾁｳﾗﾑ 0.006mg/L以下 

総水銀 0.0005mg/L以下 ｼﾏｼﾞﾝ 0.003mg/L以下 

ｱﾙｷﾙ水銀 検出されないこと｡ ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 0.02mg/L以下 

PCB 検出されないこと｡ ﾍﾞﾝｾﾞﾝ 0.01mg/L以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.02mg/L以下 ｾﾚﾝ 0.01mg/L以下 

四塩化炭素 0.002mg/L以下 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mg/L以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004mg/L以下 ふつ素 0.8mg/L以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.1mg/L以下 ほう素 1mg/L以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04mg/L以下 1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ 0.05mg/L以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 1mg/L以下 ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 1pg-TEQ/L以下 
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表 4.5-5 環境の保全に関する配慮方針（水質） 

区分 環境の保全に関する配慮方針 

造成等の工事に伴う

水質への影響 

・濁水については、仮設水路にて仮沈砂池や仮調整池等に導き、濁水を

一旦貯留し、土粒子を十分に沈殿させた後、上澄み水を計画区域外に

放流する。 

・造成箇所は速やかに転圧等を施す。 

・コンクリート製品はできる限り二次製品を使用し、現場でのコンクリ

ート打設を抑える。 

施設の稼働に伴う水

質への影響 
・雨水排水は、調整池へ導いて許容放流量まで調整後、放流する。 

・施設の稼働に伴う排水は、「水質汚濁防止法」及び「埼玉県生活環境

保全条例」において規定される排水基準を遵守する。 
施設の稼働に伴う底

質への影響 

 

  



55 

 

 

  

● 

● 

地点① 

地点② 

図 4.5-3 
 
水質予測地点 

●   水質予測地点 

調整池からの排水経路 




